
賛
成
討
論

議
案
第
２９
号
「
一
般
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
」
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（抜粋）
（指導主事等の給料月額に関する特例措置）
　平成２６年４月１日から平成２８年３月３１日までの間に、府条例第３条第１項第４号に規定する給料
表の適用を受ける職員から新たにこの条例の適用を受けることとなった指導主事その他職員の給料月額は、
必要があると認められる場合には、第３条及び第４条の規定にかかわらず、その者が引き続き府条例の適用
を受けたものとした場合との権衡を失しないよう、町長が別に決定することができる。

「解説」
　これまで、大阪府費負担教職員から引き続いて能勢町教育委員会の事務職員として勤務す
るものの給与は、本町条例の給料表に基づき支給してきたが、今回現行条例の給料表内で対
応できない事例が発生したため、町長がその額を別に定めることができるようにしたもの。
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中
植
　
昭
彦
　

　
職
が
変
わ
っ
た
の
だ
か
ら
、
法
の
定
め

の
と
お
り
、
そ
の
職
の
給
料
表
に
お
い
て

給
与
を
支
給
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

減
給
分
の
保
障
に
つ
い
て
一
定
理
解
は
す
る

が
、
町
長
の
裁
量
で
行
う
の
は
公
平
性
の

確
保
と
い
う
意
味
か
ら
も
賛
同
で
き
な
い
。

ま
た
、
職
員
組
合
と
の
協
議
も
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
他
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

低
下
し
な
い
と
の
答
弁
に
は
信
ぴ
ょ
う
性

が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
次
に
、
労
働
条
件
の
決
定
の
過
程
で
こ

の
よ
う
な
状
況
は
想
定
で
き
た
と
考
え
て

お
り
、
事
務
手
続
に
も
疑
問
を
感
じ
る
。

慎
重
に
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例
が

住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
、
反
対
の
立
場
を
と
る
。

大
西
　
則
宏
　

　
条
文
附
則
第
２４
項
（
給
料
月
額
は
、
町

長
が
別
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
の

記
述
が
、
給
料
の
額
の
明
示
を
義
務
規
定

と
す
る
地
方
自
治
法
第
２
０
４
条
第
３
項

（
給
料
手
当
及
び
旅
費
の
額
並
び
に
支
給

方
法
は
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。）
並
び
に
、
地
方
公
務
員
の
給
与

決
定
の
三
原
則
（
職
務
給
、
均
衡
、
給
与

条
例
主
義
）
に
反
す
る
。
ま
た
適
用
職
員

を
限
定
し
た
本
条
例
は
、
職
場
内
に
格
差

を
生
み
職
員
の
士
気
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
住
民
に
理
解
を
得
ら
れ
る
他
の
方
法
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
適
用
対
象
職
員
の
た
め

に
も
再
考
を
求
め
反
対
す
る
。長

尾
　
義
和
　

　
地
方
自
治
法
第
２
０
４
条
第
３
項
は
、

『
給
料
、
手
当
及
び
旅
費
の
額
並
び
に
そ

の
支
給
方
法
は
、
条
例
で
こ
れ
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。』
と
規
定
し
て
い
る
。

　
今
回
の
改
正
条
例
で
は
、
給
料
額
は
「
町

長
が
別
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と

い
う
内
容
で
額
を
定
め
て
お
ら
ず
、
地
方

自
治
法
に
抵
触
す
る
と
解
す
る
。

　
議
会
及
び
議
員
は
、
行
政
が
適
法
適
正

に
、
し
か
も
公
平
効
率
的
に
事
務
事
業
を

執
行
し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
、
そ
の
役
割
の
一
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て

本
議
案
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。

　
　
中
西
　
顕
治
　

　
町
行
政
の
要
請
に
よ
る
配
置
変
更
で
町

職
員
の
労
働
条
件
の
改
悪
、
不
利
益
変
更

を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
条
例
案
の
目

的
に
は
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
条

例
案
で
の
現
給
保
障
の
手
法
に
法
的
な
問

題
は
無
く
、
監
査
請
求
に
も
耐
え
う
る
と

の
答
弁
、
さ
ら
に
町
長
の
裁
量
範
囲
へ
の

懸
念
に
つ
い
て
も
、
要
綱
を
用
い
て
十
分

に
制
限
さ
れ
る
と
の
答
弁
を
判
断
材
料
と

し
、
本
条
例
改
正
案
に
賛
成
す
る
。

原
田
　
健
志
　

　
こ
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
よ
り
最
善
の

案
を
模
索
し
、
時
間
も
場
も
設
け
た
中
で

あ
っ
た
が
、
議
員
と
し
て
他
に
最
善
の
一

案
に
ま
と
め
上
げ
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
学
校
再
編
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

私
自
身
も
今
ま
で
指
摘
し
て
い
る
。

　
人
的
・
物
理
的
な
力
の
逐
次
投
入
を
す

る
よ
り
も
、
集
中
的
運
用
を
す
る
こ
と
で

同
様
の
効
果
で
最
終
的
に
よ
り
以
上
の
結

果
を
得
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
考
え
る
。

　
最
終
的
に
学
校
再
編
の
成
功
と
い
う
答

え
に
つ
な
が
る
も
の
と
信
じ
、
こ
れ
に
賛

成
の
立
場
か
ら
討
論
す
る
。


